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LPガスの容器としてはこれまで主に金属製タンクが使用されているが、近い将来、軽量で輸

送し易くしかも容器内部が可視化できるFRP製タンクが普及すると考えられている。FRPは軽

量かつ丈夫であるが、粉砕や切断が困難で熱分解しても大部分が残渣やガスとなるために、

現状では回収された製品のごく一部が固体の代替燃料として利用され、大部分は埋め立てあ

るいは単純焼却されているに過ぎない。

本研究では、 長いガラス繊維を巻き付けポリビニルエステルで固めたFRPタンクモデルを各

種の有機溶媒中で加熱処理し、可溶化速度に対する溶媒や触媒の影響、可溶化された樹脂

の化学構造、回収されたガラス繊維の引っ張り強度等を検討する。また、いったん溶けたFRP

を400～600℃で熱分解し、回収された液体生成物の組成に対する分解温度の影響を検討す

る。最後に、自己循環溶媒を用いた連続装置を試作し、常圧下でのFRP製LPガスタンクの可

溶化および長いガラス繊維の回収を試みる。

図3 蒸留溶媒を用いた可溶化図2 FRPタンクモデルの可溶化図1 FRPタンクモデルの可溶化の概要

[1]、5 mmに粉砕したFRPは、微量の硫酸やリン酸を添加するとクレゾール中1～2時間以内に

可溶化できた。 [2]、 FRPタンクモデルの可溶化では、繊維間に溶媒が浸入する時間が必要で

、FRPは溶媒が付加した変性樹脂を経て可溶化され、重質液として回収された。 [3]、硫酸を添

加した場合、溶媒の脱水縮合による重質化が観測された。 [4] 、ガラス繊維を可溶化条件下で

処理すると、表面の有機層が除去され引っ張り強度が低下した。 [5] 、蒸留残液の熱分解では

、熱分解温度が高くなるに従って液収率が増加し、600℃で約95％が液体生成物として回収さ

れた。 [6]、蒸留溶媒を用いた連続装置を試作し、問題無く運転できることを確認した。


